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滞
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狀
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損
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猶
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濟
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；ゐ
龙
债
權
者
が
大
な
る
馨
を
蒙
る 

こ
と
に
な
る
の
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櫸
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總
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f c
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さ
れ
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。簾

^

闾
様
^

將
來
龙
り
.
は
寧
ろ
貸
借
對
照
表_

の

時
-i
t

：旣
に
苻
在

織
括
的
減
憤f

to

於

s

で
^

等

し

舞

に

：發&

せ
る
損
先
が
問
題
セ#

る
£:

と
.
に
就
5

て
，は
メ
旣
に

翁

懲

I

竟

の
.：

『

致
す
.る
：
所

で

：
ぁ

妒

、

| |
;
0
:# -
數

办

學

實

亦

屢

の

鏡

を

痛

べ.て

ゐ

沒
 ̂

•:

!;
'
- 

: 

,、

:■
,
,
. 

“

.

名
れ
等
CP

點
聆
關
聯
し
で
教
の
如
き
襲
が
轻
れ
芯
飞
乃
ぢ
：此
€>
•

揚
齊
ぬ
愤
務
#

靈

0
:
額

#

，
，
，
管

ぬ

實

際

上

「

に

於

.け

る
の

、
み

 

な
參
飞
柚
象
的
に
：も
亦
戡^

い

羅

を

伴

ふ
|
6
と

爾

が

で

叙

盔
-:
'
0マ
何
也
褒
ば̂

^

^

^

對
レ
て
行
は
れ
る
籍
銷
却
：の
ぃ
本 

質
^

！̂

m

硏
f

る
翁
も̂

T
:
:

そ(

の̂

^

*

^

:

乃
ち
か
.

^

蟲

集

卻
0

€

^

.

£§

^

H

把
詳1

1
1
1̂

る
：為
ら
ぼ
實
際
的
炎
觀 

察
默
か
|

げ
_

れ
だ
\>
.
而
が
猶
ほ
常
に
！

し̂

办

芯

所

の

：、

_

炎
虼
歸
4

奪

着

做
^

れ
だ
.
金
額
を
，
後
に
及
ん
’で
囘
收
す
名
可 

糧

を

考

镞

せ

ぎ̂

^

^

S

が
ら
ゼ
お
：：る:.
0
_
_

 

.

:

^

^
:1
.

^

^

せ
名
金
額
：':
(
0
同
肷
祀
對
:1
>

て
、
だ
七
.ひ

傲

^

-

が

ら

も

蓋

然

性 

が

成

立

：
し
^
.
そ

怍

«

に
：減
價
銷
却
を
行
夕
た^

も
係
玲
^
#
^
の
偾
權P

が
#
冻
ず
る
も0

:と
觀
察
す
る
こ
とは
、

理
論
的
に
正
し
い 

W

稱

篇

益：

裏

^

於
#

.

る
先
i

梨
素 

J

 

U
.

九

：

o

i

九
.
五)



I

 

-
p
d
l
M
n
H
U

~~—

t—^
.
^
^
^
:̂:r::.:.:.r--

:
.

」

.
；■
:
:
. 

-
:
' 

- 

n
n
u
u
n
M
M..... :1L.,1 
-.1.

議
. 

:
■
 

’ 

:
: 

>
i
i
m
f
f
,
< 

-
, 

;
.
‘
.
_
'
. 

,
-
r 

-
\

l

i

l

 於
け
る 
I

—

 

.

.

. 

I
:
l
i
:
A

 

s

i

o

.

關
 

现
け
か̂

#

す
る
.

と
.
主
張
む
て
も
決
し
て
誤
り
へ
で
は
.

な
.

い
.0
'

;:
'

,

:

ニ」

^

「

丨

i

務

翥

定
&

'

い
て
.
行
は
れ
る
減
價
銷
却
の
矛
盾
的
養
に
對
す
；る

か

会

觀

察

法

は
-:
'

.

|

I

与

I

意
義
に
s

い
が
、.
理
論
上
の
.最
I

い
.
て
は
.
勿
論
決
む
.
て
輕
視
す
可f

f

箴
^

一 

s
.
.

.

P

.
兵

に

：^
.

つ
て
，の
み.
_

便
務
背
撖
定
.
の
雜
體
か
ら
按
除
す
る
額
を
轉
記
：せ
る
勘
■

、
何
故
簿
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.
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し
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れ
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。
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翌
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し
た
貸
倒
離
備
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為
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に
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猶
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を
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摘
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れ
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.
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嫌
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嫌
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反
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簿
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械
’

が
“
、換
言
す
れ
ば
溃
確
に
同

f

の
使
用
價
歡
を
有
す
る
機
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膨
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簿
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濟
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す
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0
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取
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右
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總
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組
織

.
か

ら

坐

じ

て

來

な

い

限

り

之

を

各

年

度

に

割

か

當

て

-̂
行

か

な

け

れ 

ば
な
ら
な
い
、
と
。
し
か
も
か、
る
费
/!
]

の
或
る
額
は
、
各
年
度
の‘計
藻
の
中
に
今
後
と
雖
も
亦
從
前
と
同
様
^
自
ら
含
ま
る
べ
き
で 

あ
る
。—

即
ち
跋
者
忆
對
す
る
賃
銀
の
支^

ひ
、
飼
養
料
及
び
年
三
西
，マ
.

ル
タ
と
宛
め
ら
れ
た
金
額
等
が
之
で
あ
み
。

.

之
に
反
し
：て
馬
琪 

及
び
馬
の
購
入
費
は
そ
う
で
は
な
い
0

何
と
な
れ
ば
現
在
嘗
て
他
人
の
：馬
と
眾
と
，が
充
し
‘
て
ゐ
た
と
同
樣
の.
伍

務

：を
.
務

め

，
て
.
ゐ
.
る

自

已 

所
有
の
馬
と
車
と
：は
、
.
全
ぐ
そ
の
獾
得
の
爲
に
支
出
さ
れ
た
金
額
の
ま
\

で
：そ
.
の
使
用
年
限
に
引
つ
夂
い
：て
關
聯
し
.て
.行
く
か
ら
で
あ 

る
0

.そ
れ
故
該H

業
家
は
费
州
負
擔
の
點
に
於.い
て
各
計
算
年
度
の
間
に
生.ず
る
不
平
等
を
除
か
う
と
努
カ
し
、
從
つ
て
：又
各
年
度
の 

負
檐
を
か
\

る
費
用
.の
均
等
額
に
近
づ
か
し
め
、
.

從
つ
.
て
こ
の
額
を
各
尔
度
の
計
算
に
於
け
る
損
朱
に
黛
入
0

ょ
う
と
す
る
ご
と̂ 

勿
論
で
あ
る
。.'
-

而
し
て
此
際
馬
が
八
年
岡
の
終
り.に
赞
際
.に
用
に
耐
八
ず
と
し
て
廢
棄
さ
れ>

又
そ
の
獲
得
以
來
何
等
0.
规
則
正
し
い 

陆
撤
的
損
益
計
箅
に
於
け
る
先
見
的
要
素
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年
度
來
费
借
對
照■
表
も
作
成
せ.
.ら
れ
ず
に
、
唯
八
年
泡
の
：終A

に
當̂

て
.

八
年
間
を
總
括
的
に
包
含
す
る
：單

；

「

.

の
損̂

# '

足
バ
X -
T

は
，

f

 

た
.

去
«

姥
す
れ
ば
、::
-

そ
0

場
合
馬
の
獲#

费
は
現
祛
高
即.
ち
借
汸̂

し
て
^

は

な
:.
<

、
；
消

央

せ

る

財

產

部

分

即

ち

損

失

と

し

て

當

該

員
 

益

計

箅J I
E

 

表

は̂

れ

る

こ

と

に

な

る

1 ?

あ

ち

う0
:
 

:,-
.'
:

,
:ッ

'.
:

^
 

: 

■

'

.

併
し
な
が
ら
_

蒸

は

霧

的
.
§

.

手
に
行
.は
れ
f

の
で
は
な
く
、.規
則
花
む
.べ
每：一 .

味
の
.
間
隔
を
保
つ
て
行
は
れ
る'の
.で
.あ 

る
o

そ
こ
で
胃

.々

の
例
に
於
い..て
も
こ
の
エ
業
家.は
、

.#

業
財
產
と
^
て
設
備
物
件
を
所
有^

て
ゐ
.
る
凡
.て
.の
、商
人̂

同
樣
に
、：
宛
期 

的
に
行
は
れ
る
損
益̂

定
.の
機
#

に
次
の
檨
な
問
題
に
直
面
す
る0

即
ち
馬
や
填
や
機
械
や
建
物
衣
ど
は
、
.

ど
れ
だ
け
長.
い
^]
_

に
苴 

:

つ
て
使
用
有
ブ
の
あ
石
物
利^

し
て
考
察̂

れ
、
，
從
.
つ
' 

て
又
い
0

ま
で
^

れ

等

が

帳

傅

.上

忆

記

錄

す

べ

き

獲

得

費

と

.-
1
>
.て
.考
察
さ
，る
ベ 

含
か
、.
と

い

ふ

こ

罢

あ

る0
.

芸

點

忙

關

し

：

H

彼
は
、
利
用
時.間

；
の

長

さ

に

.
相

當

す

：

る

年

數i
:

つ

て.獲

得_

•等

分

に

割

々

r

か 

く

：て

馬

め

一

一

千

々

ル

ク

を

八

分

-b

、

审

の

八

苗

マ
.
ル
，
ク

龙

十

二

分

し

、

■
各

計

攀

度

；の
終
り
に
こ
の..獲
得費

.：

の
商
を
.
現
_

勘
免
か
ら 

_

夾
と
し
て
銷
却
す
名€
で
あ
る
0
:
:
.

,
典
の
使
/|
]
物
件
_の
.貸

借

對

傷

上
.に
於
け
る
適
切
な
金
額
を
求
，め

論..に
は
.
、
.

商
人
は
使
用
：可
能
性
が.何

の

，
程

度

ま

で

減

少

し

た

か
 

と
.
5ふ
點
に
繃
す
名
闲
雛
な
硏
究.？
而
も
：啻
に
原
理
上̂

於
い
：て
|
|れ
.る
；の
み
^
北
ま
ら
：ず
、
.
大
抵
の
場
合
金
然
极
據
の
な
い
咎
の
许 

究

忙

，立

ち

入

る

'こ
と
は
、
決
し
て
し
な

》

で

: ^
ら

う

。

狭

は

恐

ら

：く

何

¥

E
に
そ
の
物
仲
が
最
早)

や
使
相
に
堪
え
な
く
な
る
で
あ
ら
う 

負

.
叉
-i
r
時
こ
.の
物
f
及
び
こ
れ
に
對
し
で
消
费
さ
れ
た
貨
幣
が
損
失
に
歸
す
る
で
あ
ら
う
か
、
と
い
ふ
こ

.と
の
み
を
、
多
分
簡l,
p.
に 

: t
つ 

>
碲
祀
檢
'へ
.

V
、

そ
れ
杧
從
つ
て
減
憤.銷

却

率
, 5
:
決
免
す
る
：0
故
.に
減
僙
.銷
却
.の
途
行
に
對
し
て1
接
そ
.の
原
動
ヵ
.と
：1
る
％

の 

#

>
經
：營
ょ
セ
廢
粢
す
る
年
度
に
期
待
さ
れ
る
獲
得
價
格
の
掼
失
.で
ぁ
.、っ
、
て
、

か
'
>る
：
掼

央

は

そ

れ

自

身

.で

は

、た
士

ひ

廢

棄

の

時

に
 

第
.っ
，
て

觀

に

或

る

程

&

ま
で
發
坐
し
':*
1
:居
.ょ
.ぅ
が
、
若
く
ほ
又
か
、
名
時
期
杧
至
ク

な
い
.
も
の
で
あ
ら
ぅ
が
、
結
厨
は
使
邢
能
カ
の
狨
少
と
い
ふ
こ
と
に
歸
着
す
る
ひ
で
あ
る

0'

.

冬
れ
故
使
用
物
件
に̂

ず
る
減
價
銷
畴
の
問
題
は
、
或
る
何
等
か
.の
評
愤
原
則
杈
漩
つ
そ
明
：如
：に
さ
れ
る
.

^

-

ふ
と
4

は
全
：然
な
、
 

弗
々
の
損
益1

並̂

に
財
產
調
座
に
際
し
て
執
ら.れ

る

令

理

的

財

政

處

迹

潘

に

從

：つ
，
て
、
解

釋

：
さ

爲

可

き

で

#

る

;0

若
し
商
人
が
猹
得 

價

格

：
の

損

失

を

、

利

诩

期

澗

の

各

部

度

に

货

す

る

_

_

却

:€
>

型
式
祀
侬
9

弋
割
當
弋
な.
.い
：と

オ

れ

ば

、

.

.彼
は
#

の
物
件
に
投
資
：さ
れ 

★

金
額
を
終
局̂

淤
^

て
、_

ち
駿
棄
の
准
に
至
つ
て
財
產.，の

療

失

と

し

：
て

部

避

計

算

に

：算

入

し

：激

け

れ

：ば

な

.
あ
ナ
、.
從
り
て
_

 

i

Q

.

み

：が

そ
'

§

損
失
を
.

し
、
：そ
れ
以
前
め
儲¥

度
は
何
れ
も
皆
當
該»

件
か(

ら
剎
益
>
等
::
<

る
：.の
务
に
1

^

て
何
等
の
損
失
を
も̂

^

な
.い
こ
と
•
に
な
る
。
斯
く
の
如
き
事
態
の.卞

M

於
.い

そ

は

、

多

太

：
の

..掼

失̂

、
：
そ

办

ガ
.多

年

裳.對

ん

^

配 

M

さ
れ
X

ば
、
悉
x

i

年
に
對
し
て
賦
課
さ
れ
る
ょ
り
も
遙
か
火
_

に

耐

ぇ

得

：ら

：れ

る

：
と

：
い

.:
^

第

賀

：に

、

^

龙

淑

倒!1
.
.て
：
ゐ

な
>

0
 

而

も

？

の

事

態

は

經

濟

的

に

考

察

を

行

ふ

：者

に

對

し

：
て
，
一

'

樣

に

、.或

：る

物

併

ゐ

：
刺

用

杧

依

つ

：

.て
'遷

.
を
：蒙

：つ

：た

鄭

度

.
は̂

机

^

装

の
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0
0
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0
O
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0
0
0
0

.
報

俱

と'.
^

て
^

該

物fj..に

就

い

.て
^

ず
る
損
失
、
即
ち
最#

羽
用
.す
^

こ
；と
.：
Q

'
;H

:
來
な
い
1

*

战
物
利
が
铸 

る
に
及 

ん
で
㈣

双
始
め
て
贺
際
に̂

ず
る
と
と
ろ
の®
^

、

の
一
部
分
を«

«

せ
ざ
る
を
#

ざ
ら
し
め
る
、
と
い
ふ
觀
念
を
與
へ
る
の
で
あ
る
。

.
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'
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.

.

.
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■
.•
•

.

.
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•

規
在
の
例
に
止
ま.ク

て

：
云

へ

ば

、

各

华

度

が

先

：
づ

そ

の

.物

件

か

ら

早

に

利

益

を

享

け

：た

後

に

、

'
八
年
若
乂
は±

ー
年
の
冲
の.
_

3

個
年

• 

•••-. 
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- 

• 

-I 

; 
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'
•
•
•
•
•
•
•
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に
對
し
て
損
失
全
臍
が
負
擔
とu
-t
:

賦
課
さ
る
べ
舍
も0

と
ず
れ
ば
ノ
そ
れ.は
f

^

;u
:.
v

>

^

^

nで
な
.
け

取

ば

，
な

ら

な

；
い
。

そ

こ
' ̂

純
收
益
を
考
慮
す
る
：に
先
立0.
'て
ハ
各
苹
度̂

に
於
い
.て

先

：
づ

、
後

年

-

ち
廢̂

-

度
1?
:

隹
;<
)

允
贺
際
に
發
生
オ
る
損
：失
の
蒯
常
額
が
、

'
囘
收
^

^

な
对
れ
ば
な
ら
名
。:斯

く

し

て

，

收
.益
並
び
.：に

湘

食

設

備
.«
|

定
か
ぶ
:0
:損
失
调
當
額
の
：銷
却
が
簿
記
及
び
貸
借
對
照
表
：で
取

バ
极
は
れ
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こ
と
へ
に
な
る
の

.
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^
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'
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§

は

そ

の

S

に
I

f

せ

る

篇
f

有
し
て
.ゐ
た

な
か
つ
た
。
所

が

言

でI
s

數

の

囊

な

機

械

をI

所
有
し
て
ゐ
る
：ばf

で
な
く
、

.

 

る
。
：彼
の.
經
I

I

し

て

作

業

置

び

篇

：に
對
すi

借

料

ょ

り

弈

れ
S

た
。
度
か
現
在S

に
'*

械
並
.
び
'

I

物
に
對
す
叠
額
の'
獲
得
費
の
#

す

る

場

合

崖

つ

て

は

、.經

窗
4

 

建
物
及
び
1

の
I

I

I

度
が
獲
得
費
s

f

湯

す
I

し
な
け
れ
I

与

^

^

に
.繰
り
返
し
て
.暴

す

る
I

ば
、
殆
I

I

逢

度

計

謹

行
.の
場
合
に
、
猶
ほ
將
率
にf

f

の
だ
か
ら
.

I
る
.。
.七
の
'网 

に
於
け
る
製
造
業
彥

か

く
.て

畜

機

械

及

び

建
f

の
利
i

f

屬
す

る

諸

年

度

の

計

算
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中

に

4
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收
益
か
ら
將
來
の
損
失
の
；
s

f

按
除
し
た
殘
高
;の
み
を
、8

益
f

純
收
f
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i
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依
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さ
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、
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れ
I
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.

て
、
g

i

l

l

減

奮

つ

：'裏

 

と
V

4

I
記
S

た
命
題
ち
、
塞

に

解
t

れ
た
普
I
る

。
而
も
使
用
可
能性
の

減

少

せ

^̂

ら
離
？

る

七

樂

對

し
I

み
、
直

接

の

塵

逢

り

、..從

？

更

に

潇

物

件

 

る

慕

の

.る
の
で
I

。
琶

步

f

で
、

.
こ

.の
囊

を

次
S

裏

 

財
に
對
し
■て
.
.は
，一

般
に
_

せ

ら

る

、

が

如

く

、

.翁

が

.消
¥

|

ら

碧

が

行
は
れ

參

^

る
；こ
.と

な

き力
故

に

銷

竟

れ

る.の
..

で
.I

、
.と
。
御

逢

れ

ば

、
各使
用

年

度

毖

後
I

際

に

發

坐
す
る
美
のI

に
關
す
る
問
題
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必
要
な
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め
、
か

く

て

春

自

ら

減

篇

却
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む
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故
に
商
業
上
の
事
情
に
通
じ.な
い
者
が
減
價
銷
却
の.本
質
を
判
斷
す
る
に
當
：つ
て
征
服
し
な
け
れ
ば
私
ら
.
ぬ
困
難
は
、
甚
だ
大
な
る 

と
同
時
に
多
數
に
上
る
。
先
づ
齡
ー
に
彼
.は
絕
對
に
I

評
價
の
公
理
を
放
棄
し
致
げ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
次
い
で
彼
は
設
備
物
件
の
獲
得 

に
對
し
て
支
娜■
は
.れ
た
原
價
の
中
に.
、
瓿
種
.
の
：费
用
.を
發
風
す
る
こ
と
を
學
ば
：ね
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を
诚
じ
め
て
原
則
上
に
於
い
て
费
用
平
均
の
方
法
と
し
て
認
め
、
か
く
の
如
き
も
の
と
し
て
說
明
し
た
の
は
ゥ
ィ
ル
モ
ゥ
ス
キ
ィ 

§

罢

で

ぁ

る

。
娘
は
そ
れ
を
一
八
九

一

ハ
年
に
現
社
九
たS

撰

得

税

法S

解
の
雄|

版
化
於
い
て
：諸
細
に
論
證
し
て
ゐ
る
。
當
時 

澈
ほ
ウ
イ
ル
モ
ウ
ス
キ
ィ
の
F
.說
を
知
ら
ざ
り
し
著
箸
は
、

『

貸
^ '
貸
照
表
價
値』

：Q

中
で
.彼

と

同

様

の

繁
^

^
達
し
た
。
先
人
觀
に

.

捉
ば
れ
ず
に
商
藥
货
借
對
胳
表
に
於
け
る
使
：用
翁
仲
の
，處
现
法
を
檢
前
す

^

な
ら
试
、
何
人
で
.も
同
樑
に
斯
の
挪
に
到
達
す
る
哀
違 

.ひ
-&

ぃ
0

商
摩
上
!0

潰
借
對
观
表
作
減
法
は
、
"若
し
最
高
激
淛
澌
の
«

成
,|
|
摩
ボ
商
法
第
四
十
條
の
誤
れ
る
評
價
原
則
に
來
縛
さ
れ
て 

ゐ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、.
旣
に
.久
し
い
以
前
如
ら
彼
等-に
依
っ
，
て

芷
し
い
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
で
あ
;̂

ぅc

ひ
.と
波
か 
>
る
拘
來
亦
皱
ら 

れ
ん
ば
、
適
確
な
费/|
]

乎
均
の
思
沏
は
容
易
に
法
律
家
；に
ょ
っ
て
3

け
容
れ
ら
る
-

忆
1

な
タ
の
で
あ
る
。
‘

.：
:

:

.ン

•
 

こ
れ
を
一
般
的
に
そ
の
持色
を
敍
述
す
る
な
ら
ば
、.そ
は
經
濟
的
要
愼
の
發
露
と
も
稱
す
可
き
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
^
人
が
財
產
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同
錄
及
，び
貸
借
對
照
表
に
於
い
て
將
來
.に
攀
す
る
豫
斷
を
行
ひ
、
而
し
て
こ
れ
ょ
b

退
い
て
掘̂

‘に
對
し
て
-

實
際
將
來
に
.至
っ
て
遭 

,

遇
す
べ
き
損
朱
を
轉
嫁
す
る
と
す
れ
.ば
、
そ
は
{
足
に
將
來
に
對
す
る
用
意
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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第
四
章
無
形
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値
の
評
價
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.
.会
借
對
照
表
は'
財
摩
客
體
の.
獲
得
費
若
く
は
生
産
費
に
蕋
く
損
益
算
宠
で
あ
る
か
ら
、
從
っ
て
所
謂
無
形
憤
俯
と
呼
ば
る
ゝ
も
の
即

* 

* 
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- 
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* 
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ち
版
櫬
、
特

許

權/•
'

利
溢
享
受
观
等
に
就
い.て
も
、.：勿
論
獨
泣
評
價
は
遭
と
は'&
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
：
_
當
該
權
利
に
對
し
て
支 

出
さ
'
れ
た
金
額
が
、
凡
そ
何
の
位
の
期
間
.
：に

宜

，
つ

て

利

用

の

'
出
來
る
'
も
の
と
し
て
善
業
財
産
に
.屬
し
て
ゐ
る
と
翁
做
し
得
る
か
、
が
攻

 ̂
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.究
さ
れ
る
の
->

で
あ
る
。

.

，
：

.

.

•
派
來
.商
法
第
四
十
條
に
從
っ
て
財
産
物
件
の
獨
立
評
傾
に
信
賴
し
て
ゐ
た
人
々
は
、
，
商
事
上
の
貸
借
對
照
表
に
於
い
.て
無
形
の
^
利 

-

が
如
何
.
に
規
.は
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ
と
に
特
に
.注
意
を
向
.け
た
.
に
違
：ひ
な
い
。
吾
々
は
先
づ
版
權
か
ら
考
察
を
始
め
ょ
ぅ
。
出
版

:
-
-
I
. 
: 

、

.
+ 

f
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• 

: 
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’ 

. 

- 

. 

: 

. 

, 

: 

- 

- 

* 

♦ 

- 

.1
 

- 

- 

- 

♦ 

. 

.
-
/
* 

. 

. 

.

.

.

.

.
r 

- 

.

.

• 

.

.

. 

. 

, 

. 

< 

. 

.
 

'r
 

I
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*

#
に
在
.
っ
て
は
版
擺
»
束
なる
も
0

は
、
著
作
權
の..讓
渡
に
對
.:1
.

て
著
者
に
支
拂
っ
た
金
额
に
關
ず
石
勘
次
に
外
な
ら
な.

S

。
原
稿 

■

料
は
そ
.の
#

籍
を
こ
し
ら
へる
爲
に
费
さ
れ
る經
費
の
中
の%

一.
部
分
を
爲
す
に
過
ぎ.ず
、
其
0

他
0

經
費
は
出
版
衮
に
依
つて
川
紙

• 

« 

r 

\ 

- 

• 

VV 

• 

. 
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.
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:我，

* 

* 
.

、

.

，
の

供

給

者

、

.印
刷
紫
、
汨
做
印
刷
者
及
び
製
本
盏
に
翁
ん
'ヤ
順
次
に
.
支
_

は
、
れ

た

金
.額

ょ

ヵ

成-^
«

籍

を

作

る

た

び

铄

に

坐

:

间
顧
的
損
益
訃
算
に
於
け
る.先
見
的
'
取
.寒 

5

三

a

一
 

五
0
九)



に

:#
-1
損
^

%に
於
け
る
先
见
的
;̂
素

：. 

1

E
w :  

3

五1
0〕.

の
' ^
々
：の
I k
#

を
.丨
恰
>

立

; ^
に
: ^
い

て

次

貪

々

々
_に
ー
引
續
，
安
 

霊

順

に
 

繁

額

と

しS

は

す

翁

の

：
勘
,

設

置

す

き

と

が

蓮
I

.
る
9
Vそ

ぅ

す

れ

露̂

の
ポ
霞
格
を1

手

こ

と
1

る
；

く
て
8

1

表
作
成
.の
時
|

|

相
版
|

ほ
_

|

し
て
，產
 

原
稿 

料

の

翁
.は
獨
立
.勘
定
、
次

は>

 

暦
波
い
方
法
と
し
纖
總
て_

來
0

製
作
费
を
包
含
す
る
勘
霞
入&

れ
、
斯
か
る
勘
管
し 

て

.#

方

菩

ス

眞

る

。

こ

れ

に

：反

し

：
て
そ
：
の

切

(1
1
1
|
]
:
が

党.了
-1
.

た

場

合

忆

：
産

稿

費

は

書

籍

被

高

'
の
'中
£

.

.緖

に̂
 

T

る

型 

.̂

で

借

方

：と

し

.
て

計

上

さ

九

る

(0
で

あ

る0
: 

■ 
' 

. 

:

:
■

’
肢
稿
料
勘
8

篇

權

邊

は

通

例

出

版

の

完

管

哄.忆
消
娀
ず
: ^

只

霉

；_

で
は
ぁ
る
：が
、
原
稿
料
勘
_

少

羞

一

部
 

分
た
け
猶
ほ#

續
す
る
こ
と
が
あ
る
。
併
し'そ
れ
.
は
版
檝
が
ー
赞£

版
.泰

で

な

く

數

版

に

就

い

.
て

者
が
^

ほ
激
版
を̂

^

灶
來
る
と
い.
ふ
，豫

想

に

對

し

(

て
：
十

分

の

理

由

を

持

つ

.
て

ゐ

る

と

と

と

：
の
一
一
，
つ

の

前

兔

が

^

^

れ
る
場
合
に
限
る<

る

著

述

が

著

を

隹

て

出

版f

る
べ
き
見
_

十
分
翁
る
意
に
ば
ぃ
出
版_

原

釋

勘

■
'

一
 

部
の
み
を
第
一
版
の
製
作
費 

に
繰
り
.
:̂
'̂

殘
_

を
职
稿
斧
©

定
.
の
ま
>

と
.
し

て
-a

を
當
八
遍
り
杧
貸
借
對
照
表
に.

g
g

す
る
こ
と
も
、•決
し
て
非p

す
ベ
き
こ
と 

で
は
な
い
。
併
.̂

こ

れ

は

常

に

ー

例

外

と

し

て

許

さ

^

、

の
：
み

で

あ

る
'0
;

;

.

,:
■特
許
肅
、

」

别
益
.

囊

檄

に
.

對

し

て

行

は

れ

た

支

出

も

同

檨

に

，
利

用

0

出

來
る
經
費
色
て
：

照
表
に
現
は
れ
る
が

、

.只
こ
れ
等

、
 

特
把
特
還
に
於
い
芜
は
、
龉
殊
の
.
：1

ロ
に
借
記
す
べ.
身
費
用
の
額
灶
種
々̂

奉
っ
て
测
|

:

|

獲
f

る

場

合

r

即

ち

職

入.

脅
I

勿

論
I

額
I

逢

明

瞭
1

る

が

”

或

る

工

業

の

所

有

#
f

 

5

の

濟

許

:#

を

響

し5

違

：は

產'
;朋

瞭

浞

な

ぃ

？

 

苴

.

つ

て

ゐ

る

。

而
も
殆
ど
十
中
八
九
ま
で
は
單
に
特
許
局
に
對
す
る
出
願
及
び
そ
の
際
に
運
動
す
る
特
許
辨
理
士
に
满
い
て
支
拂
つ
た
费 

用
だ
け
が
特
許
權
勘
定
，に
課
せ
ら
れ
、
そ
の
上
吏
に
そ
の
實
驗
に
携
つ
た
使
用
人
の
行
動
が
專
ら
實
驗
勞
働
に
充
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、 

之
に
.對
す
.る
俸
給
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
、
此.の
特
許
の
準
備
及
び
取
得
の
た
め
に
珩
は
れ
.
た
旅
行
费
用
の
如
き
も
亦
之
に
加
へ
ら
れ
る
。 

實
險
に
使
用
さ
れ
次
材
料
に
就
い
て
、
.

そ
.
の
费
Ji
j

を
高
く
特
許
權
勘
定
に
計
卜
；し
ょ
ぅ
と
す
る
場
合
、
少
く
と
も
赀
用
を
借
方
と
し
て 

處
理
す
る
點
に
關
し.
て
は
、
許
容
す.べ
き
範
.圍
が
踏
み
越
ぇ
ら
れ
る
め
で
は
な
く
、逢
ほ
遵
：守
さ
れ

て

ゐ

る

も

，の

と

解

す

可

き

で

あ

る

。 

何

と'な
れ
ば
最
初
に
費
用
を
特
許
權
勘
定
.
に
記
帳
す
る
こ
义
は"
.

未
だ
決
し
て.
浑
度
計
漭
に
：於
い
て
：プ

J

を
借
記
す
る
と>
x

同

一

で
は 

也
い
-0
,

即
ち
單
.
に
特
許
權
に|

や
て
發
生
し
た
費
用
の
總
て
を
明
瞭
に
ー
覺
す
る
目
的
を
以

.
つ
て
、i

T

か

、
る
费
il
j

が
ー
個
の
勘
定 

•
に
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
：の
で
あ:0
て
、
次
.い
で
年
度
計
算
を
行
ふ.に
當
つ
て
は
そ
の
：大
部
分
が
：冉
び
銷
却
さ
れ
：て
.往

々
一、
馬
克
ま 

.で
切
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
さ
ぺ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
前
記
め
如
き
手
續
も
、、
貸
借
對
照
表
に
對
し
て
は
當
該
經
費
が
'最
初
か
ら
掼 

失
と
し

て

.記
帳
さ
れ
た
場
合
と
全
然
同
様
の
結
衆
を
來
す
の
で
あ
る
タ
：

.

.

：.
i
.
\

.
或
る
事
業
の
所
有
者
若
く
は
管
：理
者
、
例
へ
ば
株
式
會
撤
の
m
役
の
如
き
素
が
特
許
權.の

俥

來

的

獲
. #
费
若
く
は
獨
創
的
獲
得
费
を
、 

殊
に
そ
れ
が
苴
額
に
上
る
場
八
ロ
に
、
取
得
年
度
に
於
い
て
1
馬
克
ま
で
切
り
下
げ
ょ
ぅ
と|
し
な
い
か
、
浩
く
は
か
、
る
手
段
を
取
ら 

な
い
も
: 0
と
す
れ
ば
、
彼
は
筇1
,
:年
度
か
.ら
弟
め
て
之
を
銷
却
し
て
行
か
办
ば' &
ら
.ぬ
。
習
惯
に
從
べ.ば
そ
の
.利
用
可
能
期
|1
1

]の
決
定 

並
び
に
之
に
伴
ふ
減
價
銷
却
割
當
額
の
決
定
は
、
各
特
許
檄
者
の
主
觀
的
推
測
に
は
些
か

も

委
ね
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
こ 

れ
を
許
せ
ば
、
危
險
な
こ
と
に
は
特f p
g

に
對
し
て
極
め
•て
著
し
い
樂
觀
を
助
長
し
、
減
價
銷
_

に
就
い
て
根
柢
の
な
い
や
ぅ
な
結
來 

を
招
く
危
險
が
在
る
か
ら
で
あ
る
。
多

く：#
許
權
の
所
有
衮
は
、
惯
習
上
、
'
そ
の
獲
得
費
を
三
方
年
乃
至
四
ヶ
年
の
内
に
、
而
し
て
長 

く
^
も
五
ヶ
年
以
內
.に
は
、.全
部
銷
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
ゐ
る
0
.こ
の
.慣
習
は
#
續
溯
間
の
平
均
を
來
さ
し
む
る
こ
と
明
か 

同
翮
的
損
益
钟
算
に
於
け
る
先
見
的
要
素
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間
願
的
損
益
|

於
けI

的

霞

：
：.

 

.

一,
四

六

3

五
1
5 

一 

で
I

。
こ
れ
は
特
許
I

士
ノ
ィ
マ
ン
が
一
九o
五
年
に
公
に
し
た
特
許
期
間
及I

s

.
1

依
？

明
か
I

明
さ
れ
る
。
何
I

れ
ば
そ
れ
に
.ょ
る
，

數
料
の
繼
續
支
挪
の
な
い
爲
に
失
效
す
る
か
ら
で
I
O
,

從
.つ
て
特
許
權
の
利
用
可
能
性
も
同
様̂^̂̂

 

、
 

こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る。
'
:
.
;
.
'
. 

.

:

:か
く
て
叉
特
許
權
の
場
合
に
於
い
て
も
物
的
使
用
目
的
物
に
於
|

と
全
く
同
檨
に
、
獲
得
費
が
減
篇
却
に
依
つ
て
財
產
客
禮
の 

一
 

I

可
能
期
間
I

賦
さ
れ
る
の
で
I

て
、
か
、
る
期
間
の
測
定
は
確
實I

驗
率
に
f

も
の
で
I

こ
と
が
^

可

•

し
て
.
本
來
の
意
味
に
於
け
る
使
用
物
件
の
貸
借
對
照
表
上
.に
於
^
 

.

に

離

を

加

へ
i

か
ね
ば
I
.

ぬ
。
.即
ち
菩
人
は
特
許
費
用
运

一
 

.

め
轉
嫁
f

る
、
の
で
ぁ
る
とM

ふ
こ
：と
が
出
来
る
の.で
I

。
何
と
な
れ
•は
特
許權
に
投
、f

れ
た
金
額
が
、
經
驗
上
そ
の
經
濟
的 

|  

.

"
使
片
可
能
姓
の
失
は
れ
る
時
期
に
先
立
つ
て
銷
却
さ
れ
.
1

ら
ば
、'
こ
れ
正
に
將
來Q

損
失
の一

部
が
現
 ̂

.

K
M

も
の
.に
外
な
ら
ぬ
か
ら
でぁ

る

。
 

： 

：

_

の
產
上
に
於
い
て
は
、
無
形
價
値
若
く
は
觀
念
的
價
値
な
る
名
稱
を
以
つ
て
霊
若
く
は
蓮
の
獲
得
費
、
或
は
商
號
の
獲 

.
 

0

^

M

M

r

ft
§

.

^
b
T

M
.
K
p
i 
M

m

-̂
 

ふ
旣
に
上
'

\

 

段
第
n

おS

て
述
べ
た
馨
を
解■

ん
が
s

は
、
今
此
處
に
於
い
て
そ
れ
が
貸
借
霞
表
上
Q

_

Q

_

中

に

奪

ず

し
 

!  

て
ノ
所
謂
廣
義
の
比
例
評
倩I

ふ
べ
き
で
I

か
否
か
と
い
ふ
こ
と
が
、
併
せ
て
論
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ばな
ら
ぬ
_0
成
續Q

良
好
I
 

ペー.
 

f

購
入
し
た
場
合
に
は
購
買
者
は
確
か
に
獲
得
費
と
定
め
ら
れ
た
借
方

Q

金
額
に
等
し
い
額
を
取
得
し
、そ
の
上
特
に
借
方
の
總
體

I

合
せ
る
收
益
の
機
會
に
對
す
る
額f

取
得
す
る
。

こ
の
點
に
就
い
て
は
第
六
章
の
參
照
I

ふ
が
、
そ
の
場
合I

げ
た
P

取
つ
て
見
る
な
ら
ば
、
凡
そ
十
萬
馬
克
の
借
方
を
有
し
且
つ
偾
權
者
勘
定
の
殆
ど
全
く
存
せ
ざ
る
營
業
に
對
し
て
十
三
萬
馬
克
を
支
拂 

つ
た
と
す
る
。
此
の
場
合
後
の
所
有
渚
は
前
の
所
有
衮
ょ
り
も
多
く
、
即
ち
十
萬
馬
克
ょ
り
多
く
，の
額
を
、
本
來
の
借
方
に
投
じ
た
譯 

で
は
決
し
て
な
い
し
、
又
收
益
機
會
.
に
相
當
す
る
過
剩
の
三
萬
馬
克
は
營
業
財
產
に
投
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
只
以
前
の
所
有
者 

の
懷
中
に
入
つ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
極
め
て
明
瞭
で

.
あ
る
。
併
し
な
が
ら
こ
の
場
合
猶
ほ
次
の
様
に
反
問
し
て
見
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
後
の
所
有
若
が
時
と
し
て
特
殊
の
營
業

■

得

費

、
如

ち

、こ

.
の

場

合

で

は

」

：一
一
萬
馬
克
を
、
.
開

始

貸

借

對

照

表

に
 

借
方
と
し
て
編
入
す
る
こ
と
は
、
營
業
財
產
m

投
ぜ
ら
れ
、
自
か
ら
增
加
す
，る
所
の
費
用
に
關
ず
る
計
算
と
し
て
の
貸
借
對
照
表
の
性 

質
と
、
如
何
に
し
て
調
和
せ
し
む
る
を
得
る
で
あ
ら
ぅ
か
、
と

。

. 

. 

パ
此
の
囘
答
は
出
發
點
を
疋
し
く
撰
ぶ
と
い
ふ
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
可
成
り
簡
單
で
あ
る

。

'

.

營
業
財
產
と
ム
て
綜
括
さ
れ
て
ゐ
る
借
方
は
、
使
用
物
件
、
換
言
す
れ
ば
收
益
に
覔
獻
す
る
總
體
的
物
件
と
見
做
す
こ
と
が
出
來
る
。 

然
ら
ば
具
體
的
使
用
物
件
を
包
含
す
る
通
例
の
年
度
貸
借
對

M

表
の
作
成
に
當
つ■
て
は
、
物
件
の
.耐
用
年
度
內
に
於
い
て
各
年
度
每
に 

そ
の
獲
得
®

の
/

一
部
分
が
、
そ
し
て
終
局
に
於
い
て
そ

Q

總
額
が
、
囘
收
さ
れ
る
ま
で
は
、
利
潤
が
問
題
と
な
ら
な
い
と
同
様
に
、
營

• 

業
の
總
體
的
物
件
に
於
い
て
も
亦
、
營
業
を
そ
の
ま
.

X

獲
得
す
る
こ
と
に
對
し
て
投
ぜ
ら
れ
た
費
用
が
！
：收
さ
れ
な
い
ぅ
ち
は
、
利

®

 

は
問
題
に
は
な
ら
な.
い
0

.

そ
れ
故
具
體
的
使
用
物
件
に
就.い
て
、
：各
年
度
の
：收
益
が
獲
得
費
の
割
當
額
を
紙
價
銷
却
す
る
こ
と
に
依
つ 

て
削
減
さ
れ
る
の
と
同
樣
の
方
法
で
、
餐
業
の
總
體
的
物
件
に
於
い
て
も
亦
等
し
く
獲
得
費
は
減
價
.銷
却
に
ょ
る
割
常
額
と
し
て
各
年 

度
の
收
益
に
負
擔
せ
し
め
ら
れ
る
。
併
し
な
が
ら
、
か
、
る
費
用
は
一
般
的
に
減
價
銷
却
を
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

.
の
.爲
に
豫 

め
開
始
貸
借
對
照
表
に
借
方
と
し
て
繰
り
入
れ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，の
で
あ
る
0

:

'

く

囘
勘
的
損
益
計
算
に
於
け
る
先
見
的
要
素
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